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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第28期 第29期 第30期 第31期 第32期

決算年月 平成26年８月 平成27年８月 平成28年８月 平成29年８月 平成30年８月

売上高 (千円) 351,437 373,126 371,328 357,948 370,223

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △2,894 21,611 53,360 2,446 20,520

当期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) △5,315 19,190 51,459 546 18,620

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

発行済株式総数 (株) 1,364 1,364 1,364 1,364 1,364

純資産額 (千円) 218,726 237,916 289,375 289,922 308,542

総資産額 (千円) 989,670 982,806 965,737 956,667 927,522

１株当たり純資産額 (円) △1,446,636.15 △1,428,834.57 △1,381,098.89 △1,380,591.80 △1,363,318.26

１株当たり当期純利益
又は当期純損失(△)

(円) △4,931.30 17,801.58 47,735.68 507.09 17,273.53

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 22.1 24.2 30.0 30.3 33.2

自己資本利益率 (％) ― 8.0 17.8 0.2 6.2

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 21,917 45,777 143,078 40,742 30,026

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,168 △3,987 8,100 △1,526 △1,397

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △35,063 △26,122 △139,499 △36,400 △40,934

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 19,410 35,077 46,756 49,571 37,266

従業員数
(外、平均臨時雇用者数)

(人)
28 24 28 29 29
(24) (22) (21) (16) (13)
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(注) １ 当社は連結財務諸表を作成しておりませんので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高に消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の第28期から第32期については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

５ 当社株式は非上場、非登録であり、株価の算定が困難なため、株価収益率は記載しておりません。

６ 「自己資本利益率」欄について、第28期は当期純損失が計上されているため、記載しておりません。
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２ 【沿革】
 

年月日 事項

昭和62年６月10日 東京都中央区銀座７丁目13番10号に資本金2,000万円をもって株式会社高滝リンクス倶楽部を

設立。

平成３年９月１日 本店を東京都中央区八重洲１丁目１番６号に移転。

平成７年12月25日 千葉県より「宅地開発事業等確認通知書」を受領(千葉県宅指令第13号の９)。

同日付をもって農地法第５条第１項の規定による許可の申請も許可(農林水産省指令７関政第

1601号)。

平成８年４月１日 本店を千葉県市原市養老1116番地に移転。

平成12年５月11日 千葉県により開発事業等に関する工事の検査済証(宅基建第479号)および林地開発行為確認済

通知(林第24号の４)受領。

平成12年５月27日 営業開始

平成13年６月２日 レストラン棟営業開始

平成14年４月22日 ブライダル事業開始

平成17年11月27日 本店を東京都新宿区四谷1丁目15番地に移転

平成18年８月30日 資本金を1,000万円に変更
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３ 【事業の内容】

当社の事業は当社が所有するゴルフ場の運営を行い、これをブリック アンド ウッド クラブ会員の利用に供する

ことを目的としています。

ブリック アンド ウッド クラブは合理的でシンプルなゴルフクラブを、会員たちの手によって創り、「古きよき

時代のクラブライフ」の再現をはかろうとしています。会員が皆で知恵をしぼり、努力して自分達の手により「自分

達のクラブ」を創ろうとしているわけですが、その受け皿の役割を当社が担うことになります。

ブリック アンド ウッド クラブは、“法人格なき社団”といわれるもので、会員の入会、退会ならびにコ－ス、

ハウスの運営に関して必要な事項は、すべてクラブが立案し、当社がこれらを執行しております。このような仕組み

になっているので、当クラブ会員の大多数は当社の株主で、これ以外の会員も終身の会員となっております。当社な

らびにブリック アンド ウッド クラブの経営組織は次のとおりです。

 

　

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

 5/54



 

(1) 会員の種類

 

種類 個人株主会員

個人株主会員(家族会員付)
家族会員は、個人会員の配偶
者、二親等内の血族または姻
族とする。

法人株主会員
法人の指定者が会員にな
る。

終身会員

普通会員
 

家族会員付

プレー権 原則
全営業日
会員として
プレー

個人会員は、原則全営業日会
員としてプレー
家族会員は、平日および家族
会員デーに会員としてプレー
家族会員デー…土・日・祭日
を年間26回プレー

原則全営業日
会員としてプレー

左記個人会
員に同じ

左記個人会
員(家族会員
付)に同じ

取得すべき
株式

普通株 １株 優先株 １株 指定会員１名
　普通株 １株

指定会員２名
　優先株　１株

―
 

 

　上記の他に、上記会員に付随し親族を登録する「親族会員」制度並びに入会前で入会予定者の一時的な会員である

「コジロー会員」制度、並びに外国人で日本に一時的に滞在する「一時滞在者会員」制度が有りますが、いずれも会員

総会で議決権を有する正規の会員ではありません。

 

(2) ゴルフコース

① 所在地

コースは千葉県市原市の丘陵地帯に位置し、土地面積は約1,038千平米(実測)です。

 

② コース設計

コース設計はデズモンド・ミュアヘッド氏によるものです。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
内容

議決権の所有
又は被所有
割合(％)

関係内容

(その他の関係会社)
㈲Ｂｅ Ｓｍａｒｔ

東京都新宿区 3 サービス業
(被所有)
29.98

主要株主
 

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成30年８月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数 平均年間給与(円)

29 ( 13 ) 47.3 7年9ヶ月 3,664,273
 

(注) １.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を(　)外数で記載しております。

臨時雇用者数は、前事業年度比3名減少していますが、業務の効率化による削減に加え、求人環境の悪化

か　ら思うように補充出来ないためです。

２.平均年間給与は賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３.当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、従業員数はセグメント

情報に関連付けて記載しておりません。

 

(2) 労働組合の状況

当社には労働組合はありませんが労使の関係は安定しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針

　当社は、わが国では稀な、会員が協力して運営にあたっているゴルフ場として内外から高い評価を得ております。

今後は、従来にも増してブリックアンドウッドクラブ会員のご協力を戴いて、平成22年7月15日に手続きを開始し平

成23年2月22日に終結した民事再生手続の終結後に残された長期借入金を返済し、また収入を一層安定化させて財務

基盤をより強固にして、クラブ会員のニーズに十分応えられるようにしていく方針であります。

（2）対処すべき課題

　当社の最大の課題は、会員募集による長期借入金の返済と会員制クラブに相応しい収益力の強化であります。

　当社は設備資金調達のため多額の外部負債を保有しておりました。そこでこの設備資金を自己資金でまかなうべく

新株式の発行並びに終身会員の募集による債務の返済を進めてまいりました。この間様々な増収策と経費の節減策を

実行に移した結果、近年では一時的収入である入会金収入を除いても経常利益並びに当期純利益とも黒字を確保出来

るようになりました。しかしながらこれだけでは、第20期事業年度(平成17年9月1日から平成18年8月31日)に減損損

失計上により発生した債務超過の状態を脱却するにはあまりにも長期間を要しこの間の状況の変化に対応できるとは

言い難い状況にありましたので、平成22年7月13日に東京地方裁判所に対し民事再生手続開始の申立を行い、平成23

年2月22日に民事再生手続終結の決定を受け、第26期事業年度には債務超過から脱却することができました。

4期前の第28期事業年度は、当ゴルフ場周辺の高速道路事情の変化による集客条件の相対的悪化に加え、冬季の雪

害もあり経常利益が2百万円の赤字となりましたが、第29期事業年度以降は黒字に転換することが出来ました。ゴル

フ場経営を取り巻く環境はますます厳しさを増す中、当事業年度も新入会員と親族会員の増加により経常利益を20百

万円確保出来ました。今後とも経常利益の黒字を確保することが重要な課題であります。

民事再生手続の中で、別除権として残された株式会社コジローからの長期借入金の当事業年度末残高371百万円

は、平成18年ごろに当社が銀行からの借入金の返済を迫られ苦境に立たされた際に、当社の経営を安定化するため

に、ブリックアンドウッドクラブの会員有志が同社に資金を出し合い銀行からの借入を肩代わりした事によるもの

で、現在株式会社コジローには会員有志からの借入金が230百万円残っております。これは、当社が同社に借入金を

返済する事により有志の方々に返済される予定のものです。民事再生手続きが終結した現在、出来るだけ早期にこれ

を完済するためにも、経営を一層安定させ、会員にとってより居心地のよいクラブを目指します。

 

２ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

(1) ゴルフ場事業は景気や個人消費の動向、同業他社との競合条件の変動、あるいは天候や震災などの自然現象

により業績が大幅に変化する傾向にあり、これが当社の業績に重要な影響を与える可能性があります。

(2) ゴルフ場の一部が借地となっております。現状では契約及び地主との関係において問題はありませんが、将

来的に地主との契約更新ができない場合には、事業の継続に重要な影響を与える可能性があります。

(3) 当社は会員等利用者の個人情報を有しております。情報の管理については万全を期すよう細心の注意を払っ

ておりますが、万一情報が漏洩した場合には不測の影響が発生することも考えられます。
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３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当事業年度におけるゴルフ場の営業環境は、当社のゴルフ場が所在する千葉県下のゴルフ場130か所の平成29年4

月から平成30年3月までの1年間の来場者数の実績が前年度比6.56％の減少と1年前の7.87％の減少に引き続き大き

な減少傾向になりました。さらに、当ゴルフ場に近い千葉県南部市原地区のゴルフ場は、来場者誘致のため低料金

化による集客競争の最中にあります。ただし、その中でも来場者数が横ばいから若干増加に転じているゴルフ場も

有り、千葉県全体に比べれば良いものの、2.30％減少しており、売上高の確保は引き続き激しい状況にありまし

た。また、平成30年4月以降の来場者数は、7月と8月の猛暑と雨天の異常気象で、多くのゴルフ場が前年実績を大

きく下回っており、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　その中にあって当社の経営するゴルフ場の当事業年度の来場者数は27,311名となり、県下のゴルフ場全体の平成

29年度における減少割合が6.56％であったことと比べると軽微ではありますが、前事業年度比97名減少（-

0.35％）しました。

 
(1) 財政状態

（資産）

　当事業年度末における資産合計は、前事業年度末に比べて29百万円減少し、927百万円となりました。これは、現

金及び預金が12百万円、有形固定資産が10百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。

（負債）

　当事業年度末における負債合計は、前事業年度末に比べて47百万円減少し、618百万円となりました。これは、売

上割戻引当金が6百万円、株主、役員又は従業員からの長期借入金が37百万円それぞれ減少したこと等が主な要因で

あります。

（純資産）

　当事業年度末における純資産合計は、前事業年度末に比べて18百万円増加し、308百万円となりました。これは、

利益剰余金が18百万円増加したことが要因であります。

 

(2) 経営成績

売上高は、ゴルフ場売上が来場者数減少に加え、年会費が高い代わりにプレー費が無料のSコース選択可能とい

う制度の定着と来場者確保のための単価の下落を主因に179百万円と5百万円減少（97.2％）しました。しかし、そ

の他の売上高については、食堂売店売上は、来場者は減少したものの食堂の一部メニューの単価引き上げ効果等に

より93百万円と2百万円増加（102.2％）、年会費収入は、納入対象会員数は微増だが上記Sコースの年会費増加に

より56百万円と2百万円増加（104.8％）、ブライダル収入は、前事業年度は減少した小規模な食事会の受注回復等

により6百万円と１百万円弱の増加（115.7％）、入会金収入は、親族会員の入会増加により7百万円と2百万円増加

（157.1％）、名義変更手数料は、入会者数増加により17百万円と8百万円の増加（189.7％）、その他売上は、隣

接住宅地の芝管理業務を引き受けた売上発生もあり8百万円と1百万円弱の増加（109.7％）といずれも増加しまし

た。この結果、売上高の合計は、370百万円と前事業年度比12百万円の増加（103.4％）となりました。

他方、経費については、売上原価が食材と飲料の単価の減少を主因に36百万円と3万円減少（90.3％）し、販売

費及び一般管理費はコースコンディションを一層レベルアップするためにコース管理費が増えたものの、その他諸

経費節減に努めたことと、引当金繰り入れ負担の減少により、321百万円と2百万円減少(99.3％)しました。そのた

め、前事業年度6百万円の赤字であった営業利益は、前事業年度比18百万円増加し12百万円の黒字に転換しまし

た。

営業外収益は、協賛金の受け入れが前事業年度に終了したため8百万円と1百万円減少（85.4％）し、営業外費用

は1百万円弱と前事業年度比1百万円の減少（1.0％）となりました。この結果経常利益並びに税引前当期純利益は

20百万円となり、前事業年度比18百万円増加（838.7％）し、法人税住民税等差引後の当期純利益は18百万円増加

（3,406.3％）し18百万円となりました。

今後は、平成22年7月に東京地方裁判所に申立て、平成23年2月に終結した民事再生手続き後に残る長期借入金の

返済を一層進め、財務体質の強化を図ってまいります。そのために、当社の所有するゴルフ場（クラブ名「ブリッ

クアンドウッドクラブ」）の設計者で世界的に著名な都市設計家でゴルフ場設計家であった故デズモンド・ミュア

ヘッド氏が、当ゴルフ場設計時に目指していた住宅併設のゴルフ場実現を目指し隣接地に当社の提携先が永年進め

ていた住宅の分譲が本格的に始まったのを機に、ブリックアンドウッドクラブとこの住宅地のコミュニティーの地

域を含めてミュアヘッド・フイールズと称して両方のイメージアップを図ってきましたが、今後はこれを一層進

め、ブリックアンドウッドクラブを他のゴルフ場と異なる特徴のあるゴルフ場として、新規会員の獲得と来場者の

誘致などに努めていく所存であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動による資金収入が30百万円、投資活

動による資金減少が1百万円、財務活動による資金減少が40百万円となり、結果として前事業年度に比べて12百万

円減少し、当事業年度末には37百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果生じた資金収入は30百万円(前事業年度比10百万円減)となりました。これは主に、預り保証金収

入の減少によるものです。

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は1百万円(前事業年度比0百万円減)となりました。これは主に、有形固定資産の取

得による支出が減少したことによるものであります。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は40百万円(前事業年度比4百万円増)となりました。これは主に、長期借入金の返

済額が当事業年度に増加したことによるものであります。
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（生産、受注及び販売の状況）

当事業年度の業務実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門別

第32期
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

金額(千円) 前年同期比(％)

ゴルフ場売上 179,322 97.21

食堂・売店売上 93,866 102.25

年会費収入 56,199 104.83

ブライダル収入 6,780 115.72

入会金収入 7,700 157.14

名義変更手数料収入 17,400 189.70

その他売上 8,953 109.76

合計 370,223 103.43
 

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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（経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容）

(1) 当事業年度の経営成績の分析

当事業年度におけるゴルフ場の営業環境は、当社のゴルフ場が所在する千葉県下のゴルフ場130か所の平成29年

4月から平成30年3月までの1年間の来場者数の実績が前年度比6.56％の減少と1年前の7.87％の減少に引き続き大

きな減少傾向になりました。さらに、当ゴルフ場に近い千葉県南部市原地区のゴルフ場は、来場者誘致のため低

料金化による集客競争の最中にあります。ただし、その中でも来場者数が横ばいから若干増加に転じているゴル

フ場も有り、千葉県全体に比べれば良いものの、2.30％減少しており、売上高の確保は引き続き激しい状況にあ

りました。また、平成30年4月以降の来場者数は、7月と8月の猛暑と雨天の異常気象で、多くのゴルフ場が前年実

績を大きく下回っており、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　その中にあって当社の経営するゴルフ場の当事業年度の来場者数は27,311名となり、県下のゴルフ場全体の平

成29年度における減少割合が6.56％であったことと比べると軽微ではありますが、前事業年度比97名減少（-

0.35％）しました。

売上高は、ゴルフ場売上が来場者数減少に加え、年会費が高い代わりにプレー費が無料のSコース選択可能とい

う制度の定着と来場者確保のための単価の下落を主因に179百万円と5百万円減少（97.2％）しました。しかし、

その他の売上高については、食堂売店売上は、来場者は減少したものの食堂の一部メニューの単価引き上げ効果

等により93百万円と2百万円増加（102.2％）、年会費収入は、納入対象会員数は微増だが上記Sコースの年会費増

加により56百万円と2百万円増加（104.8％）、ブライダル収入は、前事業年度は減少した小規模な食事会の受注

回復等により6百万円と１百万円弱の増加（115.7％）、入会金収入は、親族会員の入会増加により7百万円と2百

万円増加（157.1％）、名義変更手数料は、入会者数増加により17百万円と8百万円の増加（189.7％）、その他売

上は、隣接住宅地の芝管理業務を引き受けた売上発生もあり8百万円と1百万円弱の増加（109.7％）といずれも増

加しました。この結果、売上高の合計は、370百万円と前事業年度比12百万円の増加（103.4％）となりました。

他方、経費については、売上原価が食材と飲料の単価の減少を主因に36百万円と3万円減少（90.3％）し、販売

費及び一般管理費はコースコンディションを一層レベルアップするためにコース管理費が増えたものの、その他

諸経費節減に努めたことと、引当金繰り入れ負担の減少により、321百万円と2百万円減少(99.3％)しました。そ

のため、前事業年度6百万円の赤字であった営業利益は、前事業年度比18百万円増加し12百万円の黒字に転換しま

した。

営業外収益は、協賛金の受け入れが前事業年度に終了したため8百万円と1百万円減少（85.4％）し、営業外費

用は1百万円弱と前事業年度比1百万円の減少（1.0％）となりました。この結果経常利益並びに税引前当期純利益

は20百万円となり、前事業年度比18百万円増加（838.7％）し、法人税住民税等差引後の当期純利益は18百万円増

加（3,406.3％）し18百万円となりました。

今後は、平成22年7月に東京地方裁判所に申立て、平成23年2月に終結した民事再生手続き後に残る長期借入金

の返済を一層進め、財務体質の強化を図ってまいります。そのために、当社の所有するゴルフ場（クラブ名「ブ

リックアンドウッドクラブ」）の設計者で世界的に著名な都市設計家でゴルフ場設計家であった故デズモンド・

ミュアヘッド氏が、当ゴルフ場設計時に目指していた住宅併設のゴルフ場実現を目指し隣接地に当社の提携先が

永年進めていた住宅の分譲が本格的に始まったのを機に、ブリックアンドウッドクラブとこの住宅地のコミュニ

ティーの地域を含めてミュアヘッド・フイールズと称して両方のイメージアップを図ってきましたが、今後はこ

れを一層進め、ブリックアンドウッドクラブを他のゴルフ場と異なる特徴のあるゴルフ場として、新規会員の獲

得と来場者の誘致などに努めていく所存であります。
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(2) 当事業年度の財政状態の分析

総資産の合計は927百万円(前年同期比29百万円3.0％減)となりました。総資産の主な減少要因は、現金及び預

金は12百万円、固定資産が13百万円それぞれ減少したことによります。

固定資産の減少は主に減価償却によるものです。

負債の合計は618百万円(前年同期比47百万円7.1％減)となりました。負債の主な減少要因は、固定負債が40百

万円減少したことによります。

固定負債の減少は長期借入金の減少によるものです。

株主資本の合計は308百万円(前年同期比18百万円6.4％増)となりました。株主資本の増加要因は、繰越利益剰

余金が18百万円増加したことによります。

 

(3) キャッシュ・フローの分析

第２「事業の状況」３「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」(３)

「キャッシュ・フローの状況」に記載の通りです。

 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社においては前記のとおり、来場者数が経営成績に重要な要因となっており、景気動向はもとより天候や震

災などの自然現象が業績を大きく左右することとなります。ゴルフ場の一部が借地となっていることに起因する

将来的に地主との契約更新が出来ず事業の継続に重要な影響を与えるリスクについては、これまで同様常に地主

との良好な関係を保ち、当該リスクの低減を図っております。また、個人情報の管理については万全を期すよう

細心の注意を払っております。

 

(5) 今後の経営方針と見通し

当社は、わが国では稀な、会員が協力して運営にあたっているゴルフ場として内外から高い評価を得ておりま

す。今後は、従来にも増してブリックアンドウッドクラブ会員のご協力を戴いて、平成22年7月15日に手続きを開

始し平成23年2月22日に終結した民事再生手続の終結後に残された長期借入金を返済し、また収入を一層安定化さ

せて財務基盤をより強固にして、クラブ会員のニーズに十分応えられるようにしていく方針であります。

ゴルフクラブを取り巻く会員募集の環境は引き続き厳しいものがありますが、借入の返済を進めるため並びに

一層の安定収入の確保のために、新規会員の募集と休眠会員の活性化促進、並びに来場者数増加策の推進を行

い、入会金収入や名義変更手数料収入並びに会員からのゴルフ場を利用頂く収入や年会費収入の安定を図って行

きます。

そのために今後は、当社の所有するゴルフ場（クラブ名「ブリックアンドウッドクラブ」）の隣接地に当社の

提携先が永年進めていた、当ゴルフ場の設計者であり世界的に著名なゴルフ場設計家であり都市設計家でもある

故デズモンド・ミュアヘッド氏が、当ゴルフ場設計時に目指していた住宅の分譲が本格的に始まったので、これ

を機にブリックアンドウッドクラブとこの住宅地のコミュニティーの地域を含めてミュアヘッド・フィールズと

称して両方のイメージアップを図り、ブリックアンドウッドクラブを他のゴルフ場にはない特徴を有する希にみ

るクラブであることを一層強調することにより、新規会員の獲得と来場者の誘致などに努めていく所存でありま

す。

今後は従来にも増して会員の絶大なるご協力を頂き、これらの効果と更なる追加の施策により経営基盤安定化

が進む見通しであります。

 

４ 【経営上の重要な契約等】

ゴルフ場用地として、99,921.5平米(公簿面積)を個人の土地所有者21人との賃貸借契約(期間20年自動更新)により

借地し、加えて19,507.65平米の国有地(期限平成30年6月)を借地しております。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項は特にありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度において、重要な設備投資の実施はございません。　

 

２ 【主要な設備の状況】
平成30年８月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物
及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積千平米)

コース
勘定

リース
資産

その他 合計

ブリック
アンドウッド
クラブ
(千葉県
市原市)

ゴルフ場 239,895 15,325
200,000
（公簿）
（140）

371,159 16,957 8,230 851,568
29
（13）

 

(注) １ 投下資本の金額は帳簿価額であります。

２ 面積欄の( )は賃借中のものを内数で表示したものであります。

３ その他には、工具、器具及び備品が含まれております。

４ 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を( )外数で記載しております。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

当事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

優先株式 480

普通株式 1,150

後配株式 400

計 2,030
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成30年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月 日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

優先株式 286 286  (注)１

普通株式 678 678 非上場・非登録 (注)２

後配株式 400 400  (注)３

計 1,364 1,364 ― ―
 

(注) １ 優先株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式、後配株式に優先して１株につき年3,000円に達するまでの利益配当(以

下「優先配当金」という)を受けます。

(2) 普通株式に対して優先配当金以上の利益配当が支払われるときは、優先株式に対しても同額の利益配当を

行います。

(3) 優先配当金が１株につき(1)の金額に達しないときは、その不足額は翌年度以降に累積しません。

２ 普通株式

(1) 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定の無い当社における標準となる株式。

３ 後配株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式配当金が１株につき年4,000円に達するまで配当を受ける権利を有しま

せん。

(2) 普通株式配当金が１株につき年4,000円以上支払われる場合は、後配株式に対しても同額の配当金を受け

られます。

４ 単元株制度は採用しておりません。

５ 種類株主総会の決議

定款において、会社法第322条第２項に関する定めはしておりません。

６ 当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨を定款に定めております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

16/54



 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年11月27日
(注)

0 1,364 ― 10,000 1,931,301 1,941,301

 

　(注) その他資本剰余金から資本準備金への振り替えを行ったことによるものです。

 
(5) 【所有者別状況】

平成30年８月31日現在

区分

株式の状況

単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融
機関

金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

優
先
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 47 ― 4 232 283 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 49 ― 4 233 286 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 17.1 ― 1.4 81.5 100 ―

普
通
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 85 ― 4 527 616 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 126 ― 4 548 678 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 18.6 ― 0.6 80.8 100 ―

後
配
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 1 ― ― ― 1 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 400 ― ― ― 400 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 100 ― ― ― 100 ―
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(6) 【大株主の状況】

平成30年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社Ｂｅ Ｓｍａｒｔ 東京都新宿区四谷１－１ 409 29.98

株式会社コジロー 東京都港区白金４－１２－１３ 31 2.27

光 岡   甫 東京都渋谷区代々木 11 0.80

新田見　華　子 東京都文京区白山 7 0.51

児 玉   昇 東京都江東区永代 7 0.51

石 井 博 子 東京都渋谷区広尾 4 0.29

株式会社ＡＣＯＲＮ 千葉県市原市養老１１６３－２ 4 0.29

計 － 473 34.67
 

(注) １ 前事業年度末現在主要株主であった有限会社Ｍ・Ｙ・Ｋは、当事業年度末では主要株主ではなくなり、有限

会社Ｂｅ Ｓｍａｒｔが新たに主要株主となりました。有限会社Ｂｅ Ｓｍａｒｔの所有株式数409株の内訳

は、普通株9株、後配株400株となっております。

２ 株式会社コジローの所有株式数31株の内訳は、優先株1株、普通株30株となっております。

３ 光岡甫の所有株式数11株の内訳は、優先株1株、普通株10株となっております。

４ 新田見華子の所有株式数7株の内訳は、優先株2株、普通株5株となっております。

５ 児玉昇の所有株式数7株の内訳は、普通株7株となっております。

６ 石井博子の所有株式数4株の内訳は、優先株1株、普通株3株となっております。

　　 ７ 株式会社ＡＣＯＲＮの所有株式数4株の内訳は、優先株3株、普通株1株となっております。

８ 第8位以下の株主の所有株式数はすべて3株以下(0.21％以下)であります。

９ 持株比率は期末現在の発行済株式総数に対する比率で、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
優先株式 286
 

普通株式 678
 

後配株式 400
 

286
678
400

(注)１
(注)２
(注)３

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,364 ― ―

総株主の議決権 ― 1,364 ―
 

(注) １ 優先株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式、後配株式に優先して１株につき年3,000円に達するまでの利益配当

(以下「優先配当金」という)を受けます。

(2) 普通株式に対して優先配当金以上の利益配当が支払われるときは、優先株式に対しても同額の利益配当

を行います。

(3) 優先配当金が１株につき(1)の金額に達しないときは、その不足額は翌年度以降に累積しません。

２ 普通株式

(1) 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定の無い当社における標準となる株式。

３ 後配株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式配当金が１株につき年4,000円に達するまで配当を受ける権利を有しま

せん。

(2) 普通株式配当金が１株につき年4,000円以上支払われる場合は、後配株式に対しても同額の配当金を受け

られます。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】
　

【株式の種類等】 該当事項はありません。
 

　
(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

 

３ 【配当政策】

株主配当については、当分の間無配とすることといたしております。配当の決定機関は株主総会であります。

 

４ 【株価の推移】

当社株式は非公開のため該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

男性11名　女性３名　（役員のうち女性の比率21.4％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役

社長
― 木 内     充 昭和33年12月26日生

平成16年８月 当社取締役(現任)

平成27年11月 当社代表取締役(現任)

平成29年９月 当社代表取締役社長(現任)

(注)２ 優先株 1

取締役 ― 児 玉     昇 昭和22年３月29日生

平成元年５月 児玉工業㈱代表取締役(現任)

平成23年11月 当社取締役(現任)

平成24年６月 ㈱コジロー代表取締役(現任)

(注)２ 普通株 7

取締役 ― 新田見 華 子 昭和42年７月25日生
平成20年９月 ㈲Be Smart代表取締役(現任)

平成23年11月 当社取締役(現任)

(注)２ 普通株 5

優先株 2

取締役 ― 草 深 多計志 昭和37年11月23日生

平成19年12月 PGMホールディングス㈱代表取締役

平成24年５月 A-WIND(合同)代表(現任)

平成25年11月 当社取締役(現任)

(注)２ 普通株 1

取締役 ― 光 岡     甫 昭和21年８月21日生

昭和53年２月 ㈱ジー・シー代表取締役(現任)

平成23年11月 当社取締役(平成24年6月辞任)

平成27年10月 ㈱コジロー代表取締役(現任)

平成27年11月 当社取締役(現任)

(注)２ 普通株10

優先株 1

取締役 ― 岡 崎 安喜子 昭和25年９月25日生 平成27年11月 当社取締役(現任) (注)２ ―

取締役 ― 櫟　本　健　夫 昭和40年１月１日生

平成21年１月 とちもと公認会計士事務所所長(現任)

平成23年７月 ㈱クレド代表取締役社長(現任)

平成28年11月 当社取締役(現任)

(注)３ 普通株 1

取締役 ― 村　岡　純　一 昭和34年９月7日生
平成21年7月 ㈱エヌエスシー代表取締役社長(現任)

平成28年11月 当社取締役(現任)
(注)３ ―

取締役 ― 小宮山　覚　司 昭和42年２月12日生
平成25年５月 MSP㈱代表取締役専務

平成29年11月 当社取締役(現任)
(注)２ 普通株 1

取締役 ― 井　上　　 進 昭和55年１月28日生
平成26年５月

プルデンシャル ジブラルタ ファイナ

ンシャル生命保険㈱(現任)

平成30年11月 当社取締役(現任)

(注)３ 優先株 1

取締役 ― 坂 　　重　顕 昭和44年５月31日生
平成15年４月 ㈱SHIGEZO代表取締役(現任)

平成30年11月 当社取締役(現任)
(注)３ 普通株 1

取締役 ― 橋　本　美佐子 昭和23年11月５日生
平成５年２月 ㈲スタイリッシュオフィス代表取締役

平成30年11月 当社取締役(現任)
(注)３ 優先株 1

監査役 ― 栃　木　一　夫 昭和22年５月17日生
昭和62年10月 ㈱栃木屋代表取締役(現任)

平成23年11月 当社監査役(現任)
(注)４ 優先株 1

監査役 ― 角　川　洸　右 昭和19年１月22日生
平成26年11月 当社執行役員(平成30年11月退任)

平成30年11月 当社監査役(現任)
(注)４ 普通株 1

計
普通株27

優先株７
 

 

(注)１. 取締役 児玉昇氏、新田見華子氏、草深多計志氏、光岡甫氏、岡崎安喜子氏、櫟本健夫氏、村岡純一

氏、小宮山覚司氏、井上進氏、坂重顕氏並びに橋本美佐子氏は社外取締役であります。

２. 任期は平成29年8月期に係る定時株主総会終結の時から平成31年8月期に係る定時株主総会終結の時まで

であります。

３．任期は平成30年8月期に係る定時株主総会終結の時から平成32年8月期に係る定時株主総会終結の時まで

であります。

４．任期は平成30年8月期に係る定時株主総会終結の時から平成34年8月期に係る定時株主総会終結の時まで

であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

 

① コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、株主をはじめとする利害関係者の皆様に対して、経営の健全性、透明性及び効率性を確保するため、

コーポレート・ガバナンス体制の整備を重要な施策と位置付けております。

 

② 企業統治の体制の概要と当該体制を採用する理由

イ．取締役会

当社は、定期的に、及び必要に応じて臨時に開催しております。提出日現在における取締役の数は12名であ

り、当社の取締役は25名以内とする旨を定款で定めております。

ロ．取締役の選任決議要件

取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席した

株主総会において、その議決権の過半数の決議によって選任する旨、及び累積投票によらない旨を定款で定め

ております。

ハ．社外取締役

当社は、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるようにするため、会社法第427条第1項の規

定により、社外取締役との間に、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定する責任限定契約を締結するこ

とが出来る旨、定款で定めております。

ニ．当該体制を採用する理由

ゴルフ場の運営に関する必要事項はすべて会員を構成員とする「ブリックアンドウッドクラブ」が立案し、

当社がこれらを執行しております。当社は、取締役が取締役会における審議・決定に基づき業務を執行し、監

査役が取締役による業務執行の監視を行う体制が、経営の健全性及び効率性、並びに企業活動の透明性を高め

るうえで最も適切であると考え、上記の企業統治体制を採用しております。

 

③ 内部統制システムの整備の状況

イ．取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

当社は、すべての取締役及び従業員が法令・定款の遵守を徹底するために教育等を充実させ、高い倫理観

に基づいて活動を行うことで、利害関係者の皆様方はじめ社会全体から信頼される体制基盤を確保すること

に努めております。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

当社は、株主総会・取締役会その他の重要な会議の議事録や重要決済に関する情報を、法令に基づき文書

又は電磁的記録媒体に記録し、適切に保管及び管理しております。取締役及び監査役は、常時これらの情報

を閲覧することができます。

ハ．損失の危機の管理に関する規程その他の体制

当社のリスク管理体制は、取締役会及び監査役による厳格な会社運営と、「ブリックアンドウッドクラ

ブ」の理事会及び各委員会の常時開催により、経営の健全性、透明性及び効率性を確保するとともに、全て

のリスクに関するリスク管理体制が適正に機能するように努めております。

また、当社は、会社をとりまく様々なリスクに対応するため、継続して各種リスクの識別に努め、定期的

に取締役がリスクの評価と改善策及び対応策を決定しております。
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ニ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、取締役の効率的な職務執行を確保するため、経営計画等の経営に関する重要事項につき取締役及

び執行役員等によって構成される会議において事前に審議し、定期的あるいは必要に応じてその都度取締役

会に諮り決定しております。

ホ．企業集団における業務の適正を確保するための体制

当社は単体企業のため、該当する体制はありません。

ヘ．監査役がその職務を補助すべき従業員を求めた場合における当該使用人に関する事項

当社は、監査役の職務を補助すべき従業員は置いておりませんが、必要に応じて取締役及び監査役の意見

に基づき適切と判断された従業員を監査役の業務補助のための使用人として決定するものとしております。

ト．前号の従業員の取締役からの独立性に関する事項

前号に基づき任命され、監査役より監査業務に必要な命令を受けた使用人は、その命令に関して取締役等

の指揮命令を受けないものとしております。

チ．取締役及び従業員が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する事項

取締役及び従業員は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実その他会社に重要な影響を及ぼすおそ

れのある事実があることを認識した場合には、速やかに監査役に報告するものとしております。

リ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役は、何時でも取締役及び使用人に対して報告を求めることができ、また、取締役会のみならず必要

に応じて当社におけるすべての会議に出席できるものとします。その他、代表取締役、取締役、執行役員及

び会計監査人と必要に応じて意見交換を実施できるものとします。また、当社の必要な報告が適時に監査役

に報告される体制を構築し、監査役の監査の実効性をより高めます。

ヌ．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

当社は反社会的勢力排除に関する情報収集・管理を行い、社会の秩序や安定に脅威を与える反社会的な勢

力とは関係を持ちません。

 

④ 内部監査及び監査役監査の状況

当社には、内部監査組織はありませんが、監査役制度を採用しており、監査役監査につきましては、取締役会

に監査役が出席するほか、重要な社内会議には必要に応じて監査役が出席し、経営に関する監視機能を果たして

おります。なお、当社との特別の利害関係はありません。監査役は取締役の職務執行について厳正な監視を行う

とともに、内部統制の適用状況等を監査しております。監査の実施結果については、取締役に報告しておりま

す。

 

⑤ 社外取締役

当社では、提出日現在、社外取締役11名を選任しております。

当社は、社外取締役の選任状況について、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、高い独立性を有す

ると判断しており、株主の代理人としての立場から、業務を執行しない客観的な視点で経営判断を行うことが

できると判断しております。

 

⑥ 会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、以下のとおりであります。

長田公認会計士事務所   所長   長田 信也

会計監査業務に係る補助者は、以下のとおりであります。

公認会計士4名
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⑦ 役員の報酬等

イ 提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

当事業年度は、役員に対する報酬等の支払はありません。

 

ロ 提出会社の役員ごとの報酬等の総額等

報酬額等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

ハ 使用人兼務役員の使用人給与のうち、重要なもの

該当事項はありません。

 

ニ 役員の報酬等の額の決定に関する方針

当社は役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針は定めておりません。

 

⑧ 株式の保有状況

イ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

該当事項はありません。

 

ロ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の銘柄、保有区分、株式数、貸借対照表計上額及び保有目

的

該当事項はありません。

 

ハ 保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。
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(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

4,000 ― 4,000 ―
 

 

② 【その他重要な報酬の内容】

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

該当事項はありません。

 

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

該当事項はありません。

 

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありませんが、監査公認会計士と監査計画、必要監査時間等を協議の上、合理的な見積りに基づき

決定しております。
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第５ 【経理の状況】

 

１ 財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)に基づいて

作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成29年９月１日から平成30年８月31日ま

で)の財務諸表について、公認会計士長田信也氏により監査を受けております。

 

３ 連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 

４ 財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内容を

適切に把握し、会計基準等の変更等について適切に対応できる体制を整備するため、最新の会計の基準及び制度等を

解説する専門誌を定期購読しております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません

(2) 【その他】

該当事項はありません
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 49,571 37,266

  営業未収入金 52,126 50,937

  商品 3,306 3,162

  前払費用 3,961 4,241

  その他 435 8

  貸倒引当金 △21,817 △24,110

  流動資産合計 87,584 71,506

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 ※1  248,991 ※1  249,850

    減価償却累計額 △181,295 △184,868

    建物（純額） 67,695 64,982

   構築物 880,410 880,410

    減価償却累計額 △698,513 △705,497

    構築物（純額） 181,897 174,913

   機械及び装置 136,960 136,960

    減価償却累計額 △119,566 △121,817

    機械及び装置（純額） 17,394 15,143

   車両運搬具 19,392 19,605

    減価償却累計額 △19,023 △19,423

    車両運搬具（純額） 369 182

   工具、器具及び備品 24,476 23,922

    減価償却累計額 △15,976 △15,691

    工具、器具及び備品（純額） 8,500 8,230

   リース資産 29,388 34,951

    減価償却累計額 △14,064 △17,994

    リース資産（純額） 15,323 16,957

   コース勘定 371,159 371,159

   土地 ※1  200,000 ※1  200,000

   有形固定資産合計 862,339 851,568

  無形固定資産   

   電話加入権 0 0

   ソフトウエア 1,294 793

   無形固定資産合計 1,294 793

  投資その他の資産   

   投資有価証券 50 50

   株主、役員又は従業員に対する長期貸付金 590 -

   長期前払費用 4,365 3,161

   その他 1,542 1,542

   貸倒引当金 △1,100 △1,100

   投資その他の資産合計 5,448 3,654

  固定資産合計 869,082 856,016

 資産合計 956,667 927,522
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,933 2,179

  リース債務 4,994 4,508

  未払金 679 714

  未払費用 22,097 22,507

  未払法人税等 1,900 1,900

  未払消費税等 2,322 4,630

  前受金 19,855 18,176

  預り金 1,912 1,725

  売上割戻引当金 36,552 30,036

  流動負債合計 93,247 86,378

 固定負債   

  株主、役員又は従業員からの長期借入金 ※1  409,338 ※1  371,404

  リース債務 11,611 13,959

  長期預り保証金 148,530 143,935

  その他 4,017 3,302

  固定負債合計 573,497 532,601

 負債合計 666,745 618,979

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,000 10,000

  資本剰余金   

   資本準備金 10,000 1,941,301

   その他資本剰余金 1,931,301 -

   資本剰余金合計 1,941,301 1,941,301

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △1,661,379 △1,642,758

   利益剰余金合計 △1,661,379 △1,642,758

  株主資本合計 289,922 308,542

 純資産合計 289,922 308,542

負債純資産合計 956,667 927,522
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高 357,948 370,223

売上原価   

 商品期首たな卸高 3,497 3,306

 当期商品仕入高 40,303 36,441

 合計 43,801 39,748

 商品期末たな卸高 3,306 3,162

 売上原価合計 40,494 36,585

売上総利益 317,453 333,637

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 121,345 123,206

 交際費 638 524

 旅費及び交通費 7,685 7,923

 消耗品費 7,173 5,538

 租税公課 11,754 11,318

 賃借料 1,243 865

 地代家賃 11,760 11,547

 支払手数料 28,909 28,512

 減価償却費 21,994 21,008

 修繕維持費 33,134 37,186

 貸倒引当金繰入額 4,807 3,670

 貸倒損失 383 3,508

 売上割戻引当金繰入額 5,412 △2,668

 その他 67,328 69,322

 販売費及び一般管理費合計 323,571 321,464

営業利益又は営業損失（△） △6,118 12,173

営業外収益   

 受取利息 76 17

 受取手数料 4,356 4,192

 償却債権取立益 454 763

 受取協賛金等 1,600 -

 その他 3,296 3,386

 営業外収益合計 9,784 8,359

営業外費用   

 その他 1,219 12

 営業外費用合計 1,219 12

経常利益 2,446 20,520

税引前当期純利益 2,446 20,520

法人税、住民税及び事業税 1,900 1,900

法人税等合計 1,900 1,900

当期純利益 546 18,620
 

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

30/54



③ 【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 10,000 10,000 1,931,301 1,941,301 △1,661,925 △1,661,925 289,375 289,375

当期変動額         

当期純利益     546 546 546 546

当期変動額合計 ― ― ― ― 546 546 546 546

当期末残高 10,000 10,000 1,931,301 1,941,301 △1,661,379 △1,661,379 289,922 289,922
 

 

 当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 10,000 10,000 1,931,301 1,941,301 △1,661,379 △1,661,379 289,922 289,922

当期変動額         

資本剰余金から資本

準備金への振替
 1,931,301 △1,931,301 -     

当期純利益     18,620 18,620 18,620 18,620

当期変動額合計 - 1,931,301 △1,931,301 - 18,620 18,620 18,620 18,620

当期末残高 10,000 1,941,301 - 1,941,301 △1,642,758 △1,642,758 308,542 308,542
 

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

31/54



④ 【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 2,446 20,520

 減価償却費 21,994 21,008

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,913 2,292

 売上割戻引当金の増減額(△は減少) 1,231 △6,516

 受取利息 △76 △17

 固定資産除却損 1,212 2

 売上債権の増減額（△は増加） 263 1,192

 たな卸資産の増減額（△は増加） 190 143

 仕入債務の増減額（△は減少） △273 △754

 未払金の増減額（△は減少） △125 -

 未払費用の増減額（△は減少） 987 409

 未払消費税等の増減額（△は減少） △838 2,834

 預り保証金の増減額（△は減少） 13,606 △4,595

 その他 △1,961 △4,609

 小計 42,571 31,912

 利息の受取額 71 14

 法人税等の支払額 △1,900 △1,900

 営業活動によるキャッシュ・フロー 40,742 30,026

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △2,300 △1,988

 貸付金の回収による収入 773 590

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,526 △1,397

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △30,000 △35,000

 割賦債務の返済による支出 △300 △679

 リース債務の返済による支出 △6,100 △5,254

 財務活動によるキャッシュ・フロー △36,400 △40,934

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,814 △12,304

現金及び現金同等物の期首残高 46,756 49,571

現金及び現金同等物の期末残高 49,571 37,266
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１ 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

   その他有価証券

   時価のないもの

　   移動平均法による原価法

(2) たな卸資産

   先入先出法による原価法(貸借対照表価額については収益力の低下に基づく簿価切下げの方法)

 

 

２ 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法(但し平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)並びに平成28年4月1日以降に取得した

建物附属設備及び構築物については定額法)を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物          7～34年

構築物        10～60年

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(3) 長期前払費用

均等償却によっております。

(4) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３ 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

期末現在に有する債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 売上割戻引当金

当社は、会員に対して当社施設の利用に関する金券を発行しておりますが、当該金券の使用による売上割戻の発

生に備えるため、当期末の金券未使用残高を売上割戻引当金として計上しております。

 

４ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に

換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短

期投資からなっております。

 

５ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

 

（追加情報）
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(貸借対照表関係)

※１ 担保提供資産

 

 
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

建物 67,695千円 64,982千円

土地 200,000千円 200,000千円
 

 

上記の担保資産に対する債務

 

 
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

株主、役員又は従業員からの長期借入金 409,338千円 371,404千円
 

 

(損益計算書関係)

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

該当事項はありません。

 

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

該当事項はありません。
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

1.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当期首株式数

(株)

当期増加株式数

(株)

当期減少株式数

(株)

当期末株式数

(株)

発行済株式数     

普通株式 678 ― ― 678

優先株式 286 ― ― 286

後配株式 400 ― ― 400

合計 1,364 ― ― 1,364

自己株式 ― ― ― ―
 

 

2.新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

3.配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

1.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当期首株式数

(株)

当期増加株式数

(株)

当期減少株式数

(株)

当期末株式数

(株)

発行済株式数     

普通株式 678 ― ― 678

優先株式 286 ― ― 286

後配株式 400 ― ― 400

合計 1,364 ― ― 1,364

自己株式 ― ― ― ―
 

 

2.新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

3.配当に関する事項

該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 

 
前事業年度

(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

現金及び預金勘定 49,571千円 37,266千円

預入期間が3か月を超える定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 49,571千円 37,266千円
 

 

重要な非資金取引の内容

 

 
前事業年度

(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

ファイナンス・リース取引に係る
資産及び債務の額

10,821千円 8,458千円
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(リース取引関係)

ファイナンス・リース取引(借主側)

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1) リース資産の内容

・有形固定資産

主にゴルフ事業におけるゴルフカートなどであります。

(2) リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２　固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

(金融商品関係)

1．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しております。デリバティブ取引やその他投機的な取引は行

いません。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である営業未収入金のうち、売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、

継続して定期的に取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、リスクの低減を図っております。営業未収入金のう

ち、会員からの未収入金についても信用リスクに晒されておりますが、個別に残高管理を行うとともに定期的に担

保資産の評価を行い、個別に信用状況を把握する体制となっております。

買掛金、未払金、未払費用、未払法人税等、未払消費税等、預り金は、1年以内に支払期日が到来するものであ

り、金利変動リスクはありません。

リース債務は、固定金利を利用しており、金利の変動リスクは回避されております。
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2．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極め

て困難と認められるものは、次表には含めておりません（(注2)を参照ください。）。

　

前事業年度(平成29年８月31日)

   (単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預金 49,571 49,571 ―

(2)営業未収入金 52,126   

  △貸倒引当金 △21,817   

 30,308 30,308 ―

(3)長期貸付金(関係会社・株主含む) 590 590 ―

資産計 80,471 80,471 ―

(4)買掛金 2,933 2,933 ―

(5)リース債務(長期含む。) 16,605 16,605 ―

(6)未払金 679 679 ―

(7)未払費用 22,097 22,097 ―

(8)未払法人税等 1,900 1,900 ―

(9)未払消費税等 2,322 2,322 ―

(10)預り金 1,912 1,912 ―

(11)長期借入金(関係会社・株主含む) 409,338 409,338 ―

(12)長期預り保証金 148,530 148,530 ―

負債計 606,319 606,319 ―
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当事業年度(平成30年８月31日)

   (単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預金 37,266 37,266 ―

(2)営業未収入金 50,937   

  △貸倒引当金 △24,110   

 26,827 26,827 ―

資産計 64,093 64,093 ―

(3)買掛金 2,179 2,179 ―

(4)リース債務(長期含む。) 18,468 18,468 ―

(5)未払金 714 714 ―

(6)未払費用 22,507 22,507 ―

(7)未払法人税等 1,900 1,900 ―

(8)未払消費税等 4,630 4,630 ―

(9)預り金 1,725 1,725 ―

(10)長期借入金(関係会社・株主含む) 371,404 371,404 ―

(11)長期預り保証金 143,935 143,935 ―

負債計 567,464 567,464 ―
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(注1) 金融商品の時価の算定方法

前事業年度(平成29年８月31日)

(1) 現金及び預金はすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

(2) 営業未収入金については、取引先から提示された価格、あるいは合理的な見積りに基づく合理的に算定された価額

を用いて評価しております。また、これらに該当しない営業未収入金については、債権の当該帳簿価額から、個別に

回収可能性を勘案し、回収不能見込額を算定した貸倒見積高を控除した金額が時価と近似していることから、当該価

額を時価としております。

(4) 買掛金、(6) 未払金、(8) 未払法人税等、(9) 未払消費税等、(10) 預り金

これらは、支払期間が短期間(1年以内)の取引が大半を占めており、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額を時価としております。

(5) リース債務については、将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を時価と

しております。

(7) 未払費用については、支払期間が短期間(1年以内)であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

を時価としております。

(3) 長期貸付金、(11) 長期借入金

将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を時価としております。

(12) 長期預り保証金については、決算日に要求された場合の支払額(帳簿価額)を時価とみなしております。

 
当事業年度(平成30年８月31日)

(1) 現金及び預金はすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

(2) 営業未収入金については、取引先から提示された価格、あるいは合理的な見積りに基づく合理的に算定された価額

を用いて評価しております。また、これらに該当しない営業未収入金については、債権の当該帳簿価額から、個別に

回収可能性を勘案し、回収不能見込額を算定した貸倒見積高を控除した金額が時価と近似していることから、当該価

額を時価としております。

(3) 買掛金、(5) 未払金、(7) 未払法人税等、(8) 未払消費税等、(9) 預り金

これらは、支払期間が短期間(1年以内)の取引が大半を占めており、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額を時価としております。

(4) リース債務については、将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を時価と

しております。

(6) 未払費用については、支払期間が短期間(1年以内)であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

を時価としております。

(10) 長期借入金

将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を時価としております。

(11) 長期預り保証金については、決算日に要求された場合の支払額(帳簿価額)を時価とみなしております。
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(注2) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額

  (単位：千円)

区分 平成29年８月31日 平成30年８月31日

投資有価証券に属するもの   

非上場株式 50 50
 

 

(注3) 金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度(平成29年８月31日)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

１０年以内
１０年超

営業未収入金 50,597千円 1,293千円 235千円 ―千円

長期貸付金 590千円 ―千円 ―千円 ―千円

合計 51,188千円 1,293千円 235千円 千円
 

当事業年度(平成30年８月31日)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

１０年以内
１０年超

営業未収入金 50,937千円 ―千円 ―千円 ―千円

長期貸付金 ―千円 ―千円 ―千円 ―千円

合計 50,937千円 ―千円 ―千円 ―千円
 

 

(注4) 長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

前事業年度(平成29年８月31日)

 １年超２年以内 ２年超３年以内 ３年超４年以内 ４年超５年以内

株主、役員又は従業員から

の長期借入金
409,338千円 ―千円 ―千円 ―千円

リース債務 3,179千円 3,084千円 3,084千円 2,013千円
 

当事業年度(平成30年８月31日)

 １年超２年以内 ２年超３年以内 ３年超４年以内 ４年超５年以内

株主、役員又は従業員から

の長期借入金
371,404千円 ―千円 ―千円 ―千円

リース債務 4,414千円 4,414千円 3,541千円 1,569千円
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(有価証券関係)

該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

(退職給付関係)

該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(税効果会計関係)

１  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

 

 
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

繰越欠損金 591,081千円 595,220千円

繰延税金資産小計 591,081千円 595,220千円

評価性引当額 △591,081千円 △595,220千円

繰延税金資産合計 ―千円 ―千円
 

 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別内訳については、課税所

得が発生していないため記載しておりません。

 
(資産除去債務関係)

当社のゴルフ場土地の一部は、賃貸借契約によりますが、当該契約は、自動継続であり、かつ、ゴルフ場以外

の利用が不可能なことから契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上しておりません。

 

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

ゴルフ場運営事業の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

 

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高の記載

を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、地域ごとの売

上高の記載を省略しております。

 

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありません。

 

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

ゴルフ場運営事業の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

 

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高の記載

を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、地域ごとの売

上高の記載を省略しております。

 

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１ 関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

該当事項はありません。

 

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

 

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

該当事項はありません。

 

(4) 財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主等

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員及び
その近親
者

児玉 昇   
当社取締役
㈱コジロー
代表取締役

(被所有)
直接0.58

㈱コジロ
ーは借入
先

長期借入
金の返済

34,216 長期借入金
 

409,338
 

光岡　甫
 

  
当社取締役
㈱コジロー
代表取締役

(被所有)
直接0.80

 

(注) 借入金の担保として、建物及び土地を提供しております。また、当面無利息であります。

 

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員及び
その近親
者

児玉 昇   
当社取締役
㈱コジロー
代表取締役

(被所有)
直接0.51

㈱コジロ
ーは借入
先

長期借入
金の返済

37,934 長期借入金
 

371,404
 

光岡　甫
 

  
当社取締役
㈱コジロー
代表取締役

(被所有)
直接0.80

 

(注) 借入金の担保として、建物及び土地を提供しております。また、当面無利息であります。
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２ 親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

 

 
前事業年度

(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり純資産額 △1,380,591円80銭 △1,363,318円26銭

１株当たり当期純利益 507円09銭 17,273円53銭
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎

 

項目
前事業年度

(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり当期純利益   

当期純利益(千円) 546 18,620

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 546 18,620

期中平均株式数(株) 1,078 1,078
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

有価証券の金額が資産の総額の100分の1以下であるため、有価証券明細表の作成を省略しております。

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

 建物 248,991 859 ― 249,850 184,868 3,572 64,982

構築物 880,410 ― ― 880,410 705,497 6,984 174,913

 機械及び装置 136,960 ― ― 136,960 121,817 2,250 15,143

 車両運搬具 19,392 212 ― 19,605 19,423 399 182

 工具、器具及び備品 24,476 915 1,469 23,922 15,691 1,183 8,230

 リース資産 29,388 7,831 2,268 34,951 17,994 4,956 16,957

 コース勘定 371,159 ― ― 371,159 ― ― 371,159

 土地 200,000 ― ― 200,000 ― ― 200,000

有形固定資産計 1,910,778 9,819 3,737 1,916,860 1,065,292 19,347 851,568

無形固定資産        

 ソフトウェア ― ― ― 2,505 1,712 501 793

 電話加入権 ― ― ― 0 ― ― 0

   無形固定資産 ― ― ― 2,505 1,712 501 793

長期前払費用 36,716 ― 43 36,673 33,511 1,159 3,161
 

(注) １．当期増加額のうち主なものは、次のとおりであります。

リース資産　　乗用3連アプローチモア　　3,270千円

２．当期減少額のうち主なものは、次のとおりであります。

リース資産　　複合機　2,268千円　

３．無形固定資産の金額が資産の総額の１％以下であるため、「当期首残高」「当期増加額」及び「当期減少

額」の記載を省略しております。

 

【社債明細表】

該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 ― ― ― ―

１年以内に返済予定の長期借入金 ― ― ― ―

１年以内に返済予定のリース債務 4,994 4,508 ― ―

 長期借入金(１年以内に返済予定
のものを除く。)

― ― ― ―

株主、役員又は従業員からの長期
借入金

409,338 371,404  平成31年10月1日

リース債務(１年以内に返済予定
のものを除く。)

11,611 13,959 ―
平成31年10月～
平成35年9月

その他有利子負債 ― ― ― ―

合計 425,944 389,872 ― ―
 

(注) １ 役員又は従業員からの長期借入金の返済は先方との契約により、当面平成31年10月までの間猶予されていま

す。

２ リース債務の平均利率についてはリース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を貸

借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３ 長期借入金及びリース債務(１年以内に返済予定のものを除く)の貸借対照表日後５年間の返済予定額は以下

のとおりです。
 

 
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

株主、役員又は従業
員からの長期借入金

371,404 ― ― ―

リース債務 4,414 4,414 3,541 1,569
 

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 22,917 4,629 1,377 959 25,210

売上割戻引当金 36,552 5,172 3,848 7,840 30,036
 

(注) 貸倒引当金の当期減少額(その他)は、対象債権の減少に伴う戻入額であります。

　(注)　売上割戻引当金の当期減少額(その他)は、期限失効分及び洗替処理に伴う戻入額であります。

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

① 流動資産

イ 現金及び預金

 

区分 金額(千円)

現金 3,341

預金  

普通預金 33,925

預金計 33,925

計 37,266
 

 

ロ 営業未収入金

 

区分 金額(千円)

売掛金
 ㈱三井住友カード他

17,322

未収入金 21,291

ミニマムユース未収入金 12,323

計 50,937
 

(注) １ 売掛金、未収入金は1ヶ月以内に回収されるものであります。

２ ミニマムユース未収入金は3ヶ月以内に回収されるものであります。

 

ハ 商品

 

区分 金額(千円)

コース売店棚卸商品 (注) 3,162
 

(注) 飲料その他コース売店販売
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② 流動負債

イ 買掛金

 

相手先 金額(千円)

㈲根本鳥屋商店 542

㈱井東商店 326

山口屋商店 320

鮮魚木村 207

㈱タスカル 115

その他 665

計 2,179
 

 

③　固定負債

イ　長期預り保証金

 
内訳 金額(千円)

ブリック アンド ウッド クラブからの預り保証金 143,935
 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】
 

事業年度 ９月１日から８月31日まで

定時株主総会 毎決算期の末日から３ヶ月以内

基準日 ８月31日

株券の種類
普通株式、優先株式 １株券
後配株式 １株券 10株券、100株券

剰余金の配当の基準日 ８月31日

１単元の株式数 該当なし

株式の名義書換え  

   取扱場所 新宿区四谷１丁目15番地

   株主名簿管理人 木内 充

   取次所 該当ありません。

   名義書換手数料 無料

   新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

   取扱場所  

   株主名簿管理人 該当ありません。

   取次所  

   買取手数料  

公告掲載方法 官報

株主に対する特典 該当事項はありません。

株式譲渡の制限 当会社の株式を譲渡するには、定款第11条により、取締役会の承認を要する
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度 第31期(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)平成29年11月27日関東財務局長に提出

(2) 半期報告書

事業年度 第32期中(自 平成29年９月１日 至 平成30年２月28日)平成30年5月30日関東財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

平成30年10月27日

株式会社高滝リンクス倶楽部

取締役会  御中

 

長田公認会計士事務所
 

 

  公認会計士 長   田   信   也 印
 

 

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社高滝リンクス倶楽部の平成29年９月１日から平成30年８月31日までの第32期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明

細表について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを

求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私の

判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表

監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状

況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監

査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社高滝リ

ンクス倶楽部の平成30年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
　

 

(注) １．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出

会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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